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私
が
２
期
目
の
町
政
を
担
う
に

あ
た
り
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
町
の
実

現
に
向
け
て
「
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」、「
活
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
」、「
未
来
へ
つ
な

ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
猪
名

川
町
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
思
い
で
町
政
を
担
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
新
名
神
高
速

道
路
の
供
用
開
始
が
予
定
さ
れ
て

い
る
新
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
の
成
果
を
見
て
い
た
だ
く

年
と
な
り
ま
す
。
平
成
28
年
の
新

年
を
迎
え
た
際
に
は
、「
変
革
」

と
い
う
言
葉
を
選
び
、
私
の
町
政

に
取
り
組
む
姿
勢
を
職
員
に
も
示

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
度
に
策
定
す
る
猪
名
川
町

地
域
創
生
総
合
戦
略
で
は
、「
住

み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
」、「
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」、

「
産
業
育
成
と
交
流
促
進
」
の
３

つ
を
基
本
方
針
と
し
、
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
や
、
子
育

て
支
援
の
充
実
、
産
業
拠
点
地
区

の
整
備
促
進
な
ど
を
重
点
施
策
に

位
置
付
け
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
創
生
の
取
り
組
み
と
は
、

未
来
の
猪
名
川
町
に
夢
と
希
望
を

抱
き
な
が
ら
、
10
年
後
、
20
年
後
、

さ
ら
に
は
先
の
未
来
の
た
め
に
取

り
組
む
べ
き
事
業
で
あ
り
、
一
つ

ひ
と
つ
の
施
策
・
事
業
に
対
し
て

全
身
全
霊
を
注
ぎ
町
政
運
営
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

乳
幼
児
を
連
れ
て
安
心
し
て
外

出
で
き
る
よ
う
、
授
乳
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
た
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」

を
、
公
共
施
設
で
初
め
て
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
１
階
に
設
置
し
、
男

女
の
多
目
的
ト
イ
レ
内
に
は
そ
れ

ぞ
れ
お
む
つ
替
え
シ
ー
ト
を
設
け

ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
の
生
徒
へ
の
学

習
支
援
策
と
な
る
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
な
ど
、
学
校

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
充
実
し
た
教
育
環
境
を

整
備
し
、「
子
育
て
の
ま
ち
猪
名

川
町
」
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　2 月 24 日に行われた第 381
回町議会定例会で、福田町長
が新年度の町政運営と重要施
策について説明しました。
※ 要 旨 抜 粋・
全文は企画財
政課窓口、 町
ホームページ
参照
▶施政方針・予
算の問合せ
企画財政課（☎ 766－8711）

　

本
年
度
は
、
妊
婦
健
康
診
査
の
費

用
助
成
を
拡
大
す
る
な
ど
子
育
て
支

援
を
充
実
さ
せ
、
子
育
て
に
関
す
る

施
策
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
す
る

た
め
「
こ
ど
も
課
」
を
新
設
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
今
後

も
継
続
し
、
力
強
く
進
め
ま
す
。

　

新
年
度
に
は
、
子
育
て
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
新
た
に
中

学
生
ま
で
の
医
療
費
の
完
全
無
料
化

を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
急
な
発
病
時
で

も
仕
事
を
休
む
こ
と
が
で
き
な
い
保

護
者
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、
支

援
と
し
て
病
児
保
育
の
実
施
、
児
童

の
健
全
な
育
成
を
一
層
推
進
す
る
留

守
家
庭
児
童
育
成
室
の
対
象
拡
大
な

ど
を
行
い
ま
す
。

子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り

平
成
28
年
度
町
長
施
政
方
針

変
革
の
年

新
た
な
年
、

新たな年、変革の年
特集
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新
年
度
に
お
い
て
は
猪
名
川
町

と
い
う
自
治
体
の
価
値
を
高
め
、

売
り
出
す
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
本
町
の
魅
力
を
よ
り

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
ま

た
興
味
と
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入

れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
に
移
り
住
み
、
そ
の
暮
ら

し
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
た
め

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
民

間
事
業
者
と
も
連
携
し
、
Ｐ
Ｒ
力

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
町
広
報

誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

も
、
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
い
コ

ン
テ
ン
ツ
の
作
成
に
努
め
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
と
し
て

も
喜
ば
れ
て
い
る
農
産
物
な
ど
の

特
産
品
に
つ
い
て
も
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
な
ど
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
活
か
し

た
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
猪
名
川
町
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
の
価
値
を
高
め
な
が

ら
、
一
体
的
に
周
知
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

◆
5
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
平
成
28
年

度
予
算
案
と
、
第
五
次
総
合
計
画

の
基
本
構
想
・
後
期
基
本
計
画
に

基
づ
い
て
実
施
す
る
施
策
や
事
業

の
う
ち
、
新
年
度
に
実
施
す
る
主

な
事
業
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
末
に
供
用
開
始
予

定
の
新
名
神
高
速
道
路
は
、
大
規

模
な
工
事
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

が
急
速
に
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
今
後
は
開
通
に
よ
る
経

済
効
果
や
ま
ち
の
賑
わ
い
を
活
か

し
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
計
画
的
な
土
地
利
用
の

誘
導
に
よ
り
活
性
化
に
繋
げ
ま

す
。

　

産
業
拠
点
地
区
に
つ
い
て
は
、

民
間
活
力
を
最
大
限
に
活
か
し
た

産
業
団
地
の
形
成
を
目
指
し
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
け
ん
引

す
る
事
業
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
早
期
実
現
に
向
け
て
積
極
的

に
支
援
し
ま
す
。

　

道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

町
内
交
通
の
円
滑
化
と
利
便
性
の

向
上
の
た
め
都
市
計
画
道
路
原
広

根
線
と
町
道
広
根
猪
渕
線
の
新
年

度
中
の
完
成
を
目
指
し
、
工
事
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
産
の
木
材
を
使
用

し
た
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
製
造
施
設
の

設
置
事
業
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
生
活
や
経
済
に
密
接
に

関
係
し
て
こ
そ
「
里
山
」
で
あ
り
、

木
材
の
切
出
し
か
ら
製
造
、
販

売
、
そ
し
て
消
費
ま
で
の
一
連
の

経
済
活
動
を
町
内
で
充
足
さ
せ
る

こ
と
で
、
里
山
再
生
事
業
を
よ
り

一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

産
業
育
成
と

　
　
交
流
促
進

住
み
続
け
た
い

ま
ち
づ
く
り

歳入
◆
歳
入　

町
税
が
34
億
７
８
４
万

円
で
、
景
気
回
復
な
ど
に
よ
り
町

民
税
、
固
定
資
産
税
の
下
げ
止
ま

り
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
都
市
計

画
税
の
税
率
引
き
下
げ
の
影
響

が
大
き
い
た
め
、
前
年
度
か
ら

４
７
７
０
万
円
（
△
1.4
％
）
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
地
方
交
付
税
や
譲
与

税
・
交
付
金
な
ど
の
一
般
財
源

は
１
億
６
２
０
０
万
円
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
が
、
国
県
支
出

金
な
ど
の
特
定
財
源
が
前
年
度

並
み
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
財

源
不
足
額
は
16
億
３
９
２
４
万

円
と
前
年
度
か
ら
９
１
１
７
万

円
増
加
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
基
金
か
ら
８
億
８
１
９
４
万

円
を
取
り
崩
し
、
町
債
と
し
て

７
億
５
７
３
０
万
円
を
借
り
入
れ

る
こ
と
で
、
歳
入
の
不
足
額
を

補
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業

会
計
の
総
額
は
、
１
９
５
億
３
２

９
８
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
１
億

９
７
６
１
万
円
（
1.0
％
）
増
加
し

て
い
ま
す
。（
下
表
）

　

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
消

防
車
両
の
更
新
を
は
じ
め
、
学
校

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
、
小
・
中
学

校
営
繕
工
事
、
道
路
の
新
設
、
拡

幅
工
事
な
ど
を
行
う
た
め
、
前

年
度
よ
り
２
億
１
０
０
０
万
円

（
2.2
％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。

町税

譲与税・交付金

使用料・手数料

その他

国県支出金

繰入金

町債

地方交付税

34億 784万円

14億 8,328 万円

8億 8,194 万円

7億 5,730 万円1億 8,675 万円（1.9%）

2億 7,029 万円（2.7%）

21億 7,600 万円

町民税、
固定資産税、
都市計画税、
たばこ税などの収入

（34.5%）

（15.0%）

（7.7%）

（8.9%）

（22.0%）
普通交付税、特別交付税

国や県から交付
される補助金など

お金が不足したときの
貯金からの取り崩し

施設建設などのために
借り入れた収入

7億 2,660 万円（7.3%）
徴収された国税の配分
などによる収入

文化体育館、火葬場、
公営住宅などの収入

保育料や土地の貸付
などの収入

98 億
9,000 万円

構成比

平
成
28
年
度

当
初
予
算
案

総額

195億3,298万円

　一般会計を中心
にその概要をお知
らせします。この
予算案は、３月
24 日まで開催さ
れる第 381 回町
議会定例会で審議
されています。
※「平成 28 年度
予算の概要」は町
ホームページ参照

一般会計　98 億 9,000 万円

　特別会計　66 億 3,781 万円

　　企業会計   　30 億 517 万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

会計名 平成 28 年度当初 平成 27 年度当初 比    較 増減
（％）

一般会計 98 億 9,000 96 億 8,000 2 億 1,000 2.2

特
別
会
計

国民健康保険 38 億 1,766 37 億 112 1億 1,654 3.1

介護保険 21 億 1,544 21 億 703 841 0.4

後期高齢者医療保険 6 億 5,550 5 億 9,592 5,958 10.0

農業共済 3,954 3,875 79 2.0

奨学金 966 966 0 0.0

小　　　計 66 億 3,781 64 億 5,248 1 億 8,533 2.9

企
業
会
計

水道事業会計 12 億 9,645 14 億 4,106 △ 1億 4,461 △ 10.0

下水道事業会計 17 億 871 17 億 6,183 △ 5,312 △ 3.0

小　　　計 30 億 517 32 億 289 △ 1億 9,772 △ 6.2

合     　 計 195 億 3,298 193 億 3,537 1 億 9,761 1.0

平成 28 年度 当初予算の内訳

※端数処理により各項目合計と合計欄の数値が一致しない場合があります

新たな年、変革の年
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町
債
・
基
金
残
高
の
推
移

◎
町
の
借
金
で
あ
る
町
債
の
残
高

は
、
は
し
ご
車
の
更
新
な
ど
で
起

債
を
行
う
こ
と
か
ら
、
新
規
借
入

れ
額
が
返
済
額
を
上
回
り
、
前
年

度
か
ら
1
億
５
１
４
５
万
1
千
円

増
加
の
77
億
７
６
２
０
万
7
千
円

と
な
る
見
込
み
で
す
。

◎
町
の
貯
金
で
あ
る
基
金
の
残

高
は
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
対

策
や
扶
助
費
の
増
加
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、
前
年
度
か
ら

8
億
５
２
７
４
万
円
の
減
少
と
な

り
、
44
億
４
８
１
８
万
円
と
な
る

見
込
み
で
す
。

◆
主
な
目
的
別
歳
出

民
生
費
＝
児
童
手
当
給
付
費
（
５

億
５
４
０
０
万
円
）、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出

し
（
３
億
４
４
９
４
万
円
）、
介

護
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
し

（
３
億
75
万
円
）、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
へ
の
繰
出
し
（
１
億
７

５
３
２
万
円
）

教
育
費
＝
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
セ
ン
タ
ー

シ
ス
テ
ム
・
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
更
新

（
９
２
０
０
万
円
）、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
整
備
事
業
（
４
６
３
１
万
２

千
円
）、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
修

繕
工
事
（
４
９
３
５
万
６
千
円
）、

小
中
学
校
営
繕
工
事
（
９
６
４
９

万
２
千
円
）

総
務
費
＝
本
庁
舎
の
管
理
（
４
９

１
３
万
円
）、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の

更
新
（
２
２
８
５
万
円
）、
参
議

院
議
員
選
挙
の
執
行
（
１
５
４
７

万
８
千
円
）

衛
生
費
＝
広
域
ご
み
処
理
施
設
組

合
へ
の
負
担
金
（
４
億
５
５
０
万

円
）、
ご
み
の
収
集
委
託
（
７
９

８
９
万
９
千
円
）、
予
防
接
種
な

ど
の
感
染
症
対
策
（
６
４
８
４
万

４
千
円
）

繰出金
8億 3,341 万円（8.4%）
特別会計に支出する経費

公債費
6億 8,038 万円（6.9%）
町が銀行などから借り入れた
お金の返済のために

その他
1億 3,808 万円（1.4%）
公共施設の維持補修、
基金への積み立てなど

児童、高齢者、障がい者
などへの福祉サービス経費

道路、公園、学校などの
整備や改修に係る経費

一部事務組合への負担金や
各種団体への補助金に係る経費

支出した経費

98 億
9,000 万円

人件費
24億 6,146 万円
（24.9%）
職員給与費などの経費

物件費
23億 2,271 万円
（23.5%）

扶助費
14億 4,776 万円
（14.6%）

補助費等
11億 455万円
（11.2%）

普通建設事業費
9億 165万円
（9.1%）

消耗品や備品などの
物品の購入、業務委託
などの経費

構成比

消防費
7億 113万円（7.1%）
救急・消火・救助活動
などの経費

公債費
6億 8,038 万円（6.9%）
町が銀行などから借り入れた
お金の返済のために

98 億
9,000 万円

民生費

教育費

総務費

衛生費

31億 1,040 万円

16億 4,217 万円

12億 3,227 万円

10億 7,412 万円

（31.4%）

（16.6%）

（12.5%）

（10.9%）

土木費
10億 3,722 万円

（10.5%）

児童、高齢者、
障がい者などの
福祉サービス経費

小・中学校、幼稚園、
図書館、文化体育館
などの経費庁舎管理や住民基本台帳、

ふれあいバスなどの経費

健康診断、母子保険、
ごみ・し尿処理などの経費

道路・公園の維持管理、
都市計画、公営住宅などに
係る経費

支出した経費

その他
4億 1,231 万円（4.1%）
議会費、農林水産業費、商工費など

構成比

性質別歳出

目的別歳出
　

近
年
の
災
害
の
状
況
か
ら
、

よ
り
確
実
で
安
全
な
避
難
が
実

施
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
単
位
で
の
緊
急
避
難
場

所
活
用
を
普
及
す
る
た
め
の
助

成
制
度
や
、
自
治
会
な
ど
で
行

う
土
の
う
作
成
・
備
蓄
に
係
る

助
成
制
度
を
新
設
し
ま
す
。

　

中
高
層
建
築
物
に
お
け
る
災

害
現
場
に
対
応
す
る
た
め
、
新

た
な
機
能
が
搭
載
さ
れ
た
は
し

ご
付
消
防
自
動
車
に
更
新
し
、

災
害
現
場
の
安
全
性
と
消
防
活

動
の
迅
速
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
消
防
団

の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

を
更
新
し
、
機
動
力
を
強
化
し

ま
す
。

　

未
成
年
者
に
対
す
る
犯
罪
抑
止

を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
夜
間

な
ど
の
機
械
警
備
に
加
え
、
町
立

小
中
学
校
、
幼
稚
園
す
べ
て
に
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
よ
り
安

全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

　

定
期
的
な
安
全
点
検
に
よ
り
公

園
遊
具
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防

止
し
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
誰
も
が
い
つ
で
も

集
え
る
公
園
と
な
る
よ
う
、
遊
具

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

再
生
資
源
集
団
回
収
奨
励
金
制

度
を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、

公
共
事
業
な
ど
で
排
出
さ
れ
る
剪

定
枝
な
ど
を
チ
ッ
プ
化
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

　

乳
幼
児
が
い
る
保
護
者
が
安
心

し
て
外
出
を
楽
し
め
る
よ
う
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
１
階
に「
赤
ち
ゃ

ん
の
駅
」
を
設
置
し
ま
す
。

防災対策事業
【拡充】

1,034 万 3 千円

学校園防犯対策事業
【拡充】

300 万 1 千円

公園緑地の維持管理
【継続】

1 億 879 万 1 千円

赤ちゃんの駅整備事業
【新規】

322 万 8 千円

ごみ減量化等対策事業
【継続】

1,298 万 3 千円

消防施設整備事業
【新規】

2 億 667 万８千円

笑
顔
あ
ふ
れ
る

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち 

猪
名
川 

～ 

地
域
・
生
活 

～

こ
こ
ろ
安
ら
ぐ
自
然
に

育
ま
れ
た
ま
ち 

猪
名
川 

～ 

環
境
・
景
観 

～

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

健
康
長
寿
の
ま
ち 

猪
名
川

 
～
健
康
・
福
祉
～
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新たな年、変革の年

主
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事
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概
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乳
幼
児
や
小
学
3
年
生
ま
で
の

児
童
が
病
気
な
ど
で
集
団
保
育
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
に
、
一
時
的

に
専
用
の
ス
ペ
ー
ス
で
保
育
を
受

け
ら
れ
る
病
児
保
育
事
業
を
新
た

に
始
め
ま
す
。

　

平
成
28
年
７
月
か
ら
通
院
・
入

院
と
も
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
を

無
料
化
し
ま
す
。

　

結
婚
を
希
望
す
る
男
女
の
出
会

い
を
支
援
す
る
た
め
、
婚
活
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
参
加

者
が
成
婚
に
至
っ
た
場
合
、
５
万

円
の
お
祝
い
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
各
小
・
中
学
校

の
普
通
教
室
に
電
子
黒
板
や
実
物

投
影
機
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

28
年
度
も
引
き
続
き
未
整
備
の
普

通
教
室
お
よ
び
特
別
教
室
な
ど
に

整
備
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
を
一
部
導
入
し

ま
す
。

　

中
学
生
へ
の
学
習
支
援
対
策
と

し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
サ
ー
ビ

ス
を
導
入
し
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を
使
用
し
て
自

宅
で
学
習
で
き
る
環
境
を
整
備
し

ま
す
。
ま
た
、
定
期
的
に
「
学
び

の
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
学
習
支
援
の

必
要
な
中
学
校
へ
派
遣
し
、
放
課

後
の
時
間
を
利
用
し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
の
定
着
を
支
援
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
に
基
づ

き
、
学
校
体
育
館
と
柔
剣
道
場
の

吊
り
天
井
や
照
明
器
具
な
ど
の

非
構
造
部
材
耐
震
化
工
事
を
猪
名

川
・
楊
津
・
大
島
・
松
尾
台
の
各

小
学
校
、
中
谷
・
六
瀬
中
学
校
の

体
育
館
お
よ
び
六
瀬
中
学
校
の
柔

剣
道
場
な
ど
で
実
施
し
ま
す
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
機
器

の
一
部
に
つ
い
て
更
新
を
行
い
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
管
理
棟
に
つ
い
て
も

屋
根
、
外
壁
の
改
修
と
と
も
に
、

多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
や
男
女
便

所
の
洋
式
化
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

集
中
豪
雨
で
崩
落
し
た
代
官
所

跡
の
石
垣
の
応
急
的
な
修
繕
な
ど

を
行
い
ま
す
。
ま
た
平
成
28
・
29

年
度
の
２
年
間
で
「
多
田
銀
銅
山

遺
跡
保
存
活
用
計
画
」
を
策
定
す

る
と
と
も
に
、
講
演
会
や
体
験
学

習
会
な
ど
を
引
き
続
き
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
末
に
予
定
さ
れ
て

い
る
新
名
神
高
速
道
路
の
供
用
開

始
に
あ
わ
せ
、
都
市
計
画
道
路
原

広
根
線
に
つ
い
て
パ
ー
ク
タ
ウ
ン

交
差
点
ま
で
の
延
長
約
２
８
０
ｍ

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

町
内
循
環
バ
ス（
ふ
れ
あ
い
バ
ス
）

に
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
位
置
情
報
を
提
供
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
ま
す
。
ま
た
、

老
朽
化
し
た
バ
ス
車
両
1
台
を
更
新

し
、
快
適
な
走
行
に
努
め
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
と
し
て
、
六
石
山
工
事

用
道
路
を
買
い
取
り
、
町
道
と
し

て
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
高
速
道

路
開
通
前
に
は
、
高
速
道
路
を
利

用
し
た
開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
開
催
し
ま
す
。

　

町
内
産
の
木
材
を
使
用
し
た
ペ

レ
ッ
ト
燃
料
製
造
施
設
を
設
置
し

ま
す
。
木
材
の
切
出
し
か
ら
製
造

施
設
へ
の
搬
入
、
ペ
レ
ッ
ト
燃
料

の
製
造
、
販
売
、
消
費
と
い
う
一

連
の
生
活
活
動
、
経
済
活
動
を
町

内
で
充
足
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

里
山
再
生
事
業
を
よ
り
一
層
推
進

し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
参
し

て
住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
住

民
税
課
税
証
明
書
、
戸
籍
謄
本
（
抄

本
）
お
よ
び
戸
籍
の
附
票
の
証
明
を

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

取
得
で
き
る
「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
」
を

平
成
28
年
４
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

町
の
知
名
度
を
高
め
、
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡

大
や
定
住
促
進
に
つ
な
が
る
よ
う

に
、
民
間
事
業
者
と
連
携
し
て
広

域
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
町

の
魅
力
を
分
か
り
や
す
く
発
信
で

き
る
よ
う
整
備
し
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
よ
り
１
万

円
以
上
の
寄
付
を
し
て
い
た
だ
い

た
町
外
の
人
へ
、
魅
力
あ
る
特
産

品
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
お
礼

の
品
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

か
ら
の
申
込
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
決
済
を
引
き
続
き
行
い
、
寄
付

し
や
す
い
環
境
を
提
供
し
ま
す
。

縁結び事業
【新規】

53 万 9 千円

シティプロモーション
推進事業

【平成 27 年度繰越】
2,300 万円

屋内運動場等
非構造部材耐震化事業
【平成 27 年度繰越】
1 億 1,815 万 2 千円

多田銀銅山文化財
保存活用事業【継続】

2,926 万 5 千円

公共交通対策事業
【拡充】

5,362 万 1 千円

清流猪名川ふるさと
応援寄附金事業【継続】

376 万円

病児保育事業
【新規】
640 万円

里山再生整備事業
【拡充】

1,852 万 2 千円

新名神対策事業
【継続】

6,854 万 3 千円

学習支援事業
【新規】

138 万 9 千円

スポーツセンター
整備事業【継続】
2,741 万 1 千円

教育情報化推進事業
【拡充】

4,631 万 2 千円

乳幼児等・こども医療
助成事業【拡充】

1 億 662 万 5 千円

各種証明書のコンビニ
交付事業【新規】
772 万 6 千円

都市計画道路原広根線
新設改良事業【継続】
1 億 558 万 2 千円

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
ま
ち 

猪
名
川

～
都
市
・
産
業
・
観
光
～

人
び
と
と
行
政
が

と
も
に
歩
む
ま
ち 

猪
名
川 

～
行
政
運
営
～

こ
こ
ろ
豊
か
な
教
育
・

文
化
の
ま
ち 

猪
名
川 

～
教
育
・
文
化
～

新たな年、変革の年
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